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令和 3年度学校関係者評価委員会報告 

 

学校法人 神奈川歯科大学 

東京歯科衛生専門学校 

学校関係者評価委員会 

 

  自己点検・自己評価実施委員会が作成した「令和 3年度自己評価表」を基に学校関係

者評価を行いました。その結果を下記のとおり報告します。 

 

記 

 

1 学校関係者評価 

学外委員 

① 佐藤 泰正  （文京学院大学女子高等学校 副校長） 

② 富田 基子  （東京都歯科衛生士会 顧問） 

③ 功刀 初穂 （しらゆり歯科医院 院長） 

④ 櫻井 純二 （田中歯科器械店） 

⑤ 三宅 みちる （32回卒業生） 

⑥ 米村 美奈子 （保護者） 

 

 

 学内委員 

① 佐々木 ひろみ （学校長） 

② 李 昌一 （副校長） 

③ 前田 美佳 （事務長） 

④ 儀我 有子 （教務主任） 

⑤ 齊藤 和臣 （広報部長） 

   

 

２ 学校関係者委員会報告 

  別紙のとおり 

以上  

 



（様式） 

 

会議議事録 

会議名 学校関係者委員会（第 3回） 

開催日時 2022 年 6 月に開催を予定しておりましたが新型コロナウイル

ス感染拡大防止のため書面開催といたしました。 場所 

委員 

（敬称略） 

佐藤 泰正（文京学院大学女子高等学校副校長） 

富田 基子（東京都歯科衛生士会顧問） 

功刀 初穂（しらゆり歯科医院院長） 

櫻井 純二（株式会社 田中歯科器械店部長） 

三宅 みちる（32回卒業生） 

米村 美奈子（保護者） 

佐々木 ひろみ（学校長） 

李 昌一（副校長） 

前田 美佳（事務長） 

儀我 有子（教務主任） 

齊藤 和臣（広報部長）                

比田井 智哉（事務/書記） 

 

配布資料 2021年度 学校自己評価報告書 

 

 

結果報告等 集約した意見は「令和 3年度 東京歯科衛生専門学校 学校評

価書」にまとめた通り。 

 

以上 



※ 自己評価の１０項目と基準点数

評価
得点

成果と課題（「学校自己評価報告書」の略記）

① 学校の理念・目的・育成人材像は定められているか 4

②
学校の理念・目的・育成人材像をもとに特色ある職業教
育が行われているか

4

③
社会経済ニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いて
いるか

4

④
学校の理念・目的・育成人材像・将来構想などが学生に
周知されているか

4

令和3年度　東京歯科衛生専門学校　学校評価書

評価項目
自己評価

学校関係者評価委員の指導及び助言

１）教育理念･目標、２）学校運営、３）教育活動、４）学修成果、５）学生支援、
６）教育環境、７）学生の受け入れ募集、８）財務、９）法令等の遵守、１０）社会貢献･地域

＜適切・・・４点、　ほぼ適切・・・３点、　やや不適切・・・２点、　不適切・・・１点＞

【成果と課題】
・学校の理念・目的・育成人材像については、各
学年の教授要項の1ページに掲載し、常に目の
触れるところにと意識して実施している。
・1、3学年の歯科衛生士概論の授業の中で、育
成人材像、将来像をイメージできるように現場で
活躍する卒業生の歯科衛生士による講話を設定
し、将来像を高めるための取り組みを前年同様取
り組んだ。卒業生の生の声、アドバイスは学生に
好評であった。
・教育理念・目的・育成人材像は定められている
と考える。オープンキャンパスを通じても周知され
ていると感じ、それに共感して入学する者も多数
いると思う。
・学校の理念・目的に基づく人材育成を実践して
いく次世代の教職員を育成していくこと。

【今後の改善方策】
・教育理念・目標は学校の基盤となるので、引き
続き折に触れ何度も繰り返し伝える努力を継続す
る。

・自己評価結果の内容は適切だと思い
ます。「愛」という建学の精神を導入する
ことにより、より患者様の気持ちに寄り添
うことのできる歯科衛生士の成長が期
待できると思います。教育目標は分かり
やすく、慎み深く、また「判断力・創造
力・行動力」は医療従事者としてとても
大切なことが掲げられていると思いま
す。

・実社会で活躍されている卒業生から
の講話の機会を設定されるなど、社会と
直結するプロフェショナルを育成する教
育機関としての役割を十分に果たされ
ていると考えます。全学年定期的に行う
とよいかと思います。

・教育理念や目標は学生にとって大切
です。常に意識しながら学ぶ姿勢が必
要かと思います。先生方の言動や授業
で伝えることを継続していくとよいかと思
います。

（１）
教
育
理
念
・
目
標



① 目的等に沿った運営方針が策定されているか 4

② 運営方針に沿った事業計画が策定されているか 4

③ 人事・給与に関する規定等は設備されているか 4

④
運営組織や意思決定機能は規則等において明確化さ
れているか、叉、有効に機能しているか

3

⑤
組織の構成員それぞれの職務分掌と責任が明確になっ
ているか

4

⑥
教務・事務等の組織整備など意思決定システム(会議
等）が制度化されているか

4

⑦ 教育活動等に関する情報公開が適切にされているか 3

⑧ 業務効率化を図るシステム化がなされているか 4

（2）
学
校
運
営

【成果と課題】
・業務改革プロジェクトチームの立ち上げ
・教員の業務削減にため、国家試験対策DHACS
を導入できた。
・教員の業務削減のために昨年1名だった非常勤
の教員をもう1名増し対策を行えた。（これができ
たのも在籍数の確保があったから）
・オンライン講義資料配布方法の改善
・業務改革プロジェクトの活性化
・業務効率化にはまだ十分なシステム化が図れて
いないと思う。
・紙の電子化の継続検討

【今後の改善方策】
・本校での学習に必要なソフトを予めインストール
した学生全員共通のデバイスを持たせることによ
り、オンライン授業の効率化、資料配布方法の合
理化（電子配布）学修の効率化を図る。今後も続
くであろうオンライン授業における教職員の負担
軽減、業務改善にもつながる。
・分掌業務の見直し（教員がやるべき内容とそうで
ないものとの区別化）区別された業務を担ってい
ただける人材の確保
・効率的に業務を進めるためにも今までのやり方
に拘らず、だれが担当してもわかるようにシステム
化を進める必要があるが、それには時間の確保
が必要である。
・アナログ部分の改善・紙の消費量を減らす電子
化
・学生掲示板の電子化等合理的でわかりやすい
情報伝達と運営

・自己評価結果の内容は適切だと思い
ます。アンケート集計を行い総合的に
分析・評価を加えることは適切だと思い
ます。
今後、学生全員に共通のデバイスを持
たせ、オンライン授業の効率化や資料
配布方法の合理化の取り組みという改
善点策を取り上げている点では、時代
に沿った前向きな良い課題だと思いま
す。
・コロナ禍の影響もあり、加速しているオ
ンライン化への対応・教育活動に関す
る情報公開は学生の視点からも社会全
体の視点からも、今後益々重視されるこ
とは間違いありません。一層の努力が
求められると考えます。
・コロナ禍の対策としてのオンライン授
業は習得の個人差であったり、孤独感
であったり想像以上に精神的なダメー
ジを抱いていたと思います。それらに対
しての相互理解、コミュニケーションの
場としての寺子屋や先生方の丁寧な教
育や暖かい導きは大きな支えになった
のではと思います。



①
教育理念に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定
されているか

4

②
教育理念を踏まえた教育到達レベルや学習時間の確保
は明確にされているか

3

③ カリキュラムは体系的に編成されているか 3

④
職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れて
いるか

4

⑤
成績評価・単位認定・進級・卒業判定の基準は明確に
なっているか

4

⑥
人材育成目標の達成に向け授業を行うことのできる要件
を備えた教員を確保しているか

3

⑦
関連分野における業界等の連携において優れた教員を
確保するなどマネジメントが行われているか

3

⑧
関連分野における最先端知識・技術等を習得するため
の研修や教員の資質向上のための取り組みが行われて
いるか

3

⑨ 職員の能力開発のための研修等が行われているか 3

（3）
教
育
活
動

【成果と課題】
・カリキュラム・教育手法改善プロジェクトチームの
立ち上げ
・臨地実習の補完として関連分野の専門家を複
数招いての講義を実施できた。
・昨年の課題となっていた、包括授業期末試験の
実施。
・実力試験のあり方を検証し時期の変更を実施し
た。
・審美歯科、訪問歯科、インプラントなど新しい専
門分野の知識や経験値の高い人材の採用、実習
先の更なる確保。
・学則や校内ルール、実習ノートの在り方などが
時代の流れやニーズに適合しているかどうかの検
証
・主要3科においては到達点で実技が進むと思う
ので、3科のコラボのような形で進められると実技
の内容がスムーズにいくのではないかと感じる。
・科目の単位ではなく卒業試験を取り入れるべき
だと思う。

【今後の改善方策】
・非常勤でもよいので、新しい専門分野に関する
講義を行う講師を採用し、卒業生がどんな就職先
でも困らないように就職先の選択肢を広げるよう
な幅広い基礎知識を身に着けてもらう。
・法人が開設するサテライトクリニックでの高度な
専門分野の実習。
・改革プロジェクトチームによる学則や校内ルー
ル、実習ノートの在り方等、学生生活全般にかか
わるルールの検証と改編への取り組み。
・定期試験、再試験、実力試験のあり方、方法、
時期等を更に検討し学生の意識を高める指導が
必要。
・寺子屋の教育指導の更なる充実を図る。

・自己評価結果の内容は適切だと思い
ます。もっと高くてもよいかと感じます。
良い教育を行っていると思います。
・カリキュラム・教育手法改善プロジェク
ト、業務改革プロジェクトチームの立ち
上げはとても素晴らしいと思います。ま
た、学則、ルール等の見直しを適時
行っていくことも時代変化の速度が速
い今、重要かと思いますので推進して
いってください。
・認知症サポーターの資格取得の実習
はとても良い取り組みかと思います。現
在、歯科訪問診療先でも認知症の患者
様への口腔ケアを実践しており、このよ
うな対策を学生時代に実践できることは
素晴らしいです。また、認知症だけでな
く介護が必要な方へのサポートの教育
もより強化していただけると超高齢化社
会での活躍が広がると思います。
・歯科衛生の分野は、社会からの要請
の中身そのものが変化しつつあり、また
技術革新の著しい分野だと思われま
す。社会が求める専門職育成の観点か
らも、最新の知識や技術の確保が求め
られると考えます。
・新しい分野の知識は臨床実習に行く
前に、学ぶ機会があると良いと思いま
す。
臨床と座学とのギャップがでてくる場合
もあるので、学生への周知が必要かと
思われます。



① 就職率の向上が図られているか 3

② 資格取得率の向上が図られているか 3

③ 退学率の低減が図られているか 3

④
卒業生・在校生の社会的な活動及び評価を把握してい
るか

3

⑤
卒業後のキャリア形成への効果を把握し、学校の教育活
動の改善に活用しているか

3

（4）
学
修
成
果

【成果と課題】
・寺子屋での国試対策
・卒業生による「卒後のキャリアアップ」講話の実
施
・それぞれの教員が学生への声掛けや面談、ま
た寺子屋教育も含め積極的に行っている。それ
が退学率低減に繋がっている。
・国試対策ソフトDHACSの導入
・資格取得率の向上
・卒業後の動向は一部の人に偏っている傾向が
あり、同窓会との連携が必要である。今年もコロナ
禍の中で連携が稀薄になってしまった。連携につ
いて模索が必要である。
・カリキュラムを改編し、3年生が早期から国試対
策を取り組めるようにし、退学率を軽減し入学者
の資格取得率を上げる。
【今後の改善方策】
・国試の難易度が上がっている中、傾向と対策を
強化し1年次からの対策を強める。
・全員共通のタブレッド端末と本館でのフリーwifi
を導入すれば、オンライン講義や動画、DHACS
の活用がしやすくなり、学習効果や資格取得率の
向上につながる。
・定期試験から再試まで十分な時期がとれるよう
なカリキュラムや学則を見直し、1，2年生のうちに
十分な学力を身につけて進級率をあげ、3年生は
早期から国試対策に取り組めるようにする。
・国試が年々難しくなっているので、傾向を分析し
たり「臨床科目・主要3科」を直接指導できる国試
対策に精通した教員の配置。
・同窓会で確認している卒業生の活動について、
教職員間で共有する。（わかりやすくできるとよ
い）

・自己評価結果の内容は適切だと思い
ます。学生からのアンケートからも高い
評価が読み取れました。

・国試対策ソフトの導入、卒業生による
キャリアアップ講話の実施等前向きな対
策をしていると感じます。

・学生への声掛け、寺子屋教育はとても
よいと思います。

・国家試験での合格の成否は教育機関
としての生命線となるものでしょう。また
卒業後の学生の動向の把握も今後御
校の発展には不可欠なものと思いま
す。適切な制度の構築が求められま
す。

・寺子屋教育により学習効果を上げら
れていることは、素晴らしいことです。最
近の学生の中には、常識的な部分に欠
けている者も見られることは残念です。



① 進路・就職に関する支援体制は整備されているか 3

② 学生相談に関する体制は整備されているか 3

③ 学生に対する経済的な支援体制は整備されているか 3

④ 学生への生活環境への支援は行われているか 3

⑤ 学生の健康管理を担う組織体制はあるか 3

⑥ 課外活動に対する支援体制は整備されているか 3

⑦ 保護者と適切に連携しているか 4

⑧ 卒業生への支援体制はあるか 3

⑨
高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業
教育の取り組みが行われているか

3

（5）
学
生
支
援

【成果と課題】
・求人票閲覧のWeb化で、学生、教員双方に利
点ができた。
・高等教育就学支援制度の対象者が増加し、経
済的支援を継続している。
・ハローワークの教育訓練給付金の対象講座とし
て再指定され、今後の社会人入学生の支援を継
続することができる。
・高校ガイダンスへの参加が増え、高校生への職
業教育に繋がった。
・法人の健康管理室との連携により、コロナ感染
予防対策を強化し、アドバイスを取り入れることが
できた。また職域ワクチン接種の提供により、早期
の教職員・学生の安全確保に繋がった。
・コロナ関連で授業に出れない学生もいたが、オ
ンラインの活用により何とか安全に授業を実施す
ることができた。
・保護者への各学期ごとの成績表の送付、必要
に応じての電話連絡等担任との連携を取れるよう
にしている。また3年生の保護者には、必要に応
じ国試の取り組みに必要な情報を提供しサポート
のお願いをした。
・学校HPで医科歯科連携で開催される研修を紹
介したが、コロナ禍の現状で同窓会が動いていな
い現状がある。
・既卒生の国試合格に向け、学校としては寺子屋
その他の支援体制をとったが、本人の来校を促
すことが難しかった。

【今後の改善方策】
・藤紫会役員の意思を尊重しつつ、必要あれば
教職員でサポートできるように努める。
・専門のキャリアカウンセラーの配置（昨年に引き
続き）の検討。
・既卒生の国試不合格者への対応の検討、学校
としての対応の統一化。
・コロナ禍により法人による就職ガイダンスはでき
なかったが、収束後に再開できるとよい。

・自己評価結果の内容は適切だと思い
ます。

・どの学校でも退学者や留年には悩ん
でいる様です。カウンセラーや寺子屋
の存在は学生にとって大きいと思いま
す。

・新型コロナウイルスまん延の中、法人
によるワクチンの職域接種を実施された
こと、オンライン授業の提供等、安心安
全での教育現場ですので素晴らしい取
り組みかと評価します。

・高校ガイダンス増加により、高校生へ
の職業教育に繋がったことと思います。
素晴らしいことです。

・求人票がWEB化されたことは評価しま
す。就職課がないので支援体制は稀薄
とありますが、いつも先生方は親身に丁
寧な学生支援をしていると拝見していま
す。

・コロナ禍の影響で校舎から遠退く傾向
はどちらでも散見され、いずれの学校
でも頭を悩ませているところです。家庭
との連携も不可欠かと思います。



①
施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整
備されているか

4

②
学内外での実習施設、インターンシップ、海外研修等に
ついての教育体制を整備しているか

3

③ 防災に対する体制は整備されているか 4

・自己評価結果の内容は適切だと思い
ます。校内の整備は毎年計画的に行え
ているので安心です。
・相互実習室の診療ユニット更新、モニ
ター設置、示説用カメラシステム、空気
清浄器の導入は、学生はもとより保護
者の方にも安心していただけると思いま
す。
素晴らしい環境は強みとして今後更に
強調されるとよいと思います。
・防災に対する体制は高い評価だと思
います。素晴らしい取り組みです。東日
本大震災の時にも帰宅できなかった学
生さんがいたことを思うと安全確保を優
先していると感じます。
・実習施設としてのサテライトクリニック
開設という考えは素晴らしいと思いま
す。費用等難しい課題もあるかと思いま
すが、実現できれば御校にとって大き
な魅力となるのではないでしょうか。
・Wifiは必要かと思います。また在校生
の希望している３Fトイレの改修も今後
実施してもらえると更によいかと思いま
す。

（6）
教
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【成果と課題】
・昨年度まで課題となっていた相互実習室のユ
ニットの更新が実現できた。
・実習効果を向上させるために実習用カメラとモ
ニターを導入し、教育効果を高めた。
・実習室の滅菌器を更新、コロナ対応用に医療用
空気洗浄機を導入することができた。
・防災ヘルメットの購入を継続し、コロナ禍の中で
もできる限りの避難訓練を実施できた。
・都内で学生が通える場所に法人が実習施設とし
てのクリニックを開設することが望まれる。
・今後wifi環境が必要になってくる可能性もあるの
で、各教室にwifiを導入する。
・教室内プロジェクターの機能亢進の検討

【今後の改善方策】
・3階学生トイレの改修工事。

・法人が都内にサテライトクリニックを開設すれ
ば、本校学生が安心して実習できる。

・海外研修についてはコロナ収束後に検討する。



① 学生募集活動は、適切に行われているか 4

②
学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられて
いるか

4

③ 学納金は妥当なものとなっているか 4

（7）
学
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【成果と課題】
・4年連続での定員充足ができている。
・早期の充足により、教職員の業務削減にも繋
がっている。
・オープンキャンパスの教職員の対応は好評を
得、募集活動に貢献した。
・昨年に引き続き、コロナ禍におけるオンラインで
の募集活動も広め効果を得た。
・若者（高校生）をターゲットとしたSNS戦略を取り
入れ、好評を得ている。（フォロワー数のアップ）
・本校の教育方針を伝えるガイダンスに昨年以上
に参加でき、TDH教育を広められ、高校との接触
を強化できた。
・高校との繋がりが強化され、目標としている指定
校推薦入学者が増加した。
・AO入試において適性検査を導入し、入学生の
特徴を早期から把握できるようになった。
・学納金は比較的安い方の学校であり妥当か。ユ
ニットを更新したが学費を上げることなく運営する
ことができた。
・HPのリニューアルを行い、見やすいテイストにす
ることができた。
・年々国家試験の難易度が上がってきており、国
家試験合格には基礎学力の有無も大きくかか
わっているように感じる。今後は基礎学力、意識
の高い学生の人数を増やして定員充足を目指し
たい。
・更に歯科衛生士の良さを伝え、意欲のある学生
の入学に繋げ、入学生を選抜できるようにする。
・指定校推薦入学者をさらに増やし、入学生の学
力レベルアップをする。

【今後の改善方策】
・指定校推薦での入学者を増やすため、高校へ
の広報活動をより活発にしパイプを強化する。そ
のためにも、丁寧な真面目な指導を行う教育面で
の成果を教務全体でも意識していく必要がある。
・学費が他校に比べ比較的安いことを利用し、入
学金の減額を廃止し、その分で共通のタブレット
PCを購入してもらうのはどうか。e-ラーニングの導
入がしやすく、それにより学習効果が上がれば他
校との差別化、学校のアピールにも繋がり、学生
募集においても良い影響があるのではないか。

・自己評価結果の内容は適切だと思い
ます。

・定員の充足を続けられていることこそ
何より御校の教育内容が評価されてい
る証と言えるでしょう。その確保された
学生を着実に国家試験で合格させるこ
とが好循環につながると考えます。

・各校難航をしている中での定員充足
は、大変なご努力、工夫の賜かと思い
ます。
学納金については今後の経済状況に
応じ検討していかなければならないかも
しれないと思います。

・今後、指定校推薦の入学者を更に増
加させ優秀な学生に入学してもらうこと
でよりレベルの高い教育が実践できると
思います。
入試はすべてにおいて適性検査等を
行うべきではないかと感じます。定員の
充足は大事ですが、受け入れる学生を
しっかり見極めることも大事ではないか
と感じます。



① 中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか 4

② 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 4

③ 財務について会計監査が適正におこなわれているか 4

（8）
財
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【成果と課題】
・4年連続しての入学定員充足と休退学者減少に
よる学生在籍数の増加、及び法人変更の好影響
により、学校の財務基盤は更に安定し、今年度も
経常収支は黒字決算の予定。
・ユニット更新も予定より1年前倒しして実施するこ
とができた。今年度のユニット更新は予定外の支
出であったが、法人変更以降の収支は黒字であ
り、今後も必要に応じて学生の教育環境を整える
ための設備投資が継続できる予定。
・財務の安定により、教育に関わる教材、設備等
の導入も、教員の要望にできる限り対応すること
が可能となった。

【今後の改善方策】
・入学者定員充足を今後も継続し、退学防止に
努め現在の在籍数を維持していけば財政基盤は
更に安定する。

・自己評価結果の内容は適切だと思い
ます。

・健全な財務状況であるからこそ、今後
とも意欲的な取り組みが積極的に行え
るものと考えます。これからも長期的な
視野に立って学校運営を進めていかれ
ることと思います。

・学生定員充足、退学者を減らし230名
以上の在籍数を目標に定めているのは
とても評価できます。ユニット更新を予
定より早く実施できたことも高い評価で
す。



①
法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなさ
れているか

4

②
個人情報に関し、その保護のための対策がとられている
か

4

③ 自己評価の実施と問題点の改善を行っているか 4

④ 自己評価結果を公開しているか 4

①
学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献
を行っているか

3

② 学生のボランティア活動を奨励、支援しているか 3

③
地域に対する公開講座等の受託を積極的に実施してい
るか

3

（10）
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【成果と課題】
・コロナ禍で、社会、地域との交流は控えている。
・臨地実習を通じて積極的にかかわれていると思
う。
・各学会の学生ボランティア活動の周知を拡げ
る。
・外部団体に対する社会貢献の強化。（コロナ収
束後）

【今後の改善方策】
・コロナ収束後、もっと地域にアピールするために
イベント、社会貢献活動を再開していく。
・各学会の学生ボランティア活動の周知をさらに
強めていく。積極的にアピールしていく必要があ
る。
・オンラインや人数制限をしてキッズイベントなど
慎重に検討して、可能であれば開催してはどう
か。

・自己評価結果の内容は適切だと思い
ます。
コロナ禍の中では思うようにいかない場
面も多かったことと思いますが、今後の
御校の発展の為にはこの項目の重要
度は益々高まるものと思われます。具
体的な取り組みを期待しております。
・この先はウイズコロナ時代になり、感染
対策をたてながら社会貢献活動ができ
ると学生時代に良い経験ができ社会に
出た時に役に立つと思います。地域の
活動は活発に行っていってほしいと思
います。

（9）
法
令
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守

【成果と課題】
・学校自己評価及び学校関係者評価報告書を今
年度も継続公開した。
・専修学校や養成所ガイドラインを遵守した運営
を継続している。
・教職員の自己評価において課題や改善策を提
起するように促している。
・問題点の改善（ユニット改修、包括授業期末試
験の実施、国試対策ソフトの導入など）に取り組
んでいる。
・広報等で使用する承諾書を全学年取得した。

【今後の改善方策】

・自己評価結果の内容は適切だと思い
ます。堅実な運営方針は、いただいた
資料からも伺われます。
・医療の分野ということで、厳格な法令
のもので教育活動を進められていると
推察いたします。
・学校評価を継続して行うことにより、よ
り客観的な運営ができると思います。今
後もこの取り組みを続けていただけるこ
とを望みます。


